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2022年5月の統計（5月28日） 

在籍10名 出席者5名  

ビジター 0名     

出席率  50％ 

 

6月例会予告 

日時： 2022年6月２5日（土）14:00～16:00 
 ＊開始時間が変わりましたので、ご注意ください。 

会場： 埼玉 YMCA 川越センター 

および Zoom 

内容： 今年度の評価と来年度の活動計画 

     

 
 

巻頭言 
会長 吉野勝三郎 

 
「ありがとう・すみません」 

川越ワイズメンズクラブは、今月で、今期の役員の

任期が終了し、7 月 1 日から新しい陣容でスタートし

ます。山本剛史郎新会長の下、更なるクラブの活性化

と進展のため皆さまの協力をお願いいたします。 
 会長としてのこの一年間の活動を振り返って、川越

クラブの皆さんのみならず、埼玉県内の 2 クラブの皆

さん、また、DBC・IBC・関東東部・東日本区・アジ

ア太平洋地域・国際本部・日本 YMCA 同盟などなど、

多くの方々との交わりと支援をいただいたことに深

く「ありがとうございます」と申し上げます。と、同

時に、至らなかった点については「すみません」と言

わせてもらいます。 
この二つの言葉について、最近の新聞で興味のある

記事を見ました。英語圏の人は、与えてもらった好意

に対して感謝の念を表して “Thank you!” と言うの

に対して、日本人は、自分の至らなさが先に出て “す

みません!” と言う傾向があると言うのです。私も、

会社でネイティブのアメリカ人から英会話を学んで

いた時に、レッスンが終った後で、講師の使ったコッ

プを片づけたら、講師の先生は Thank you！ と言っ

た後、「あ、日本では、このような時に“すみません” 
というべきでしたね」と言われたのを今でも記憶して

います。この原稿を書きながら、いろいろ至らなかっ

たことを思い出しながら「すみません」と言いたいと

ころですが、でも、自分の不十分さを嘆く前に、多く

クラブ会長主題:   「自クラブの活動への参加と併せ

て、部・区・国際などの活動にも

積極的に参加しよう！！」 

国際会長主題: “Y’s Men with the World ” 

「世界とともにワイズメン」 

アジア太平洋地域会長主題: 

“Make a difference beyond the 100th”  

「100 年を超えて変革しよう」  

東日本区理事主題:“ Think for the next generation” 

「私たちは次の世代のために何ができるか？」 

関東東部部長主題:「私の地域から世界に広げよう青

少年を支えるワイズの輪・和・ワッ！」 

6 月の聖句 
国が内輪で争えば、その国は成り立たない。

家が内輪で争えば、その家は成り立たない。 
（マルコによる福音書 3 章 24・25 節） 

If a kingdom is divided against itself, that 
kingdom cannot stand.  And if a house is 
divided against itself, that house cannot 
stand. (Mark 3:24/25) 
 

THE SERVICE TO THE YMCA              AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION 

 

 
    

The Y’s Men’s Club of Kawagoe 
〒350－0046 川越市菅原町 7－16 

    希望の鐘 The Bell of Hope 



 
の方々が川越クラブのために積極的に参加・助言・奉

仕して下さったことに心から感謝しています。今期で

川越クラブを退会される森下千恵子さんには、今後と

も接点を維持してもらい、チャリティーランや各種の

集いにはぜひ参加していただけることを期待します。 
“ありがとうございました。” そして、“すみませ

ん。” 
 

5 月例会（埼玉 3 クラブ合同例会）報告 
会長 吉野 勝三郎 

 
5 月 28 日（土）午後 2:30 から、さいたま市浦和区木崎

地区にある “き咲てらす” で埼玉 3 クラブ合同例会として

開催されました。テーマは「野村路子さんが語るテレジン

の子供たちの絵」でした。会場の関係から、参加人数に制

限があり、せっかく参加を希望されたメンバーには断らざ

るを得ないことになり残念でした。ぜひ別の機会に野村さ

んが所有する絵を見て、彼女の話を聞いてみて下さい。

2019 年に NHK で放映された１時間ものの DVD のコピ

ーがまもなくできますので、クラブメンバー全員に配布い

たしますから、当日参加できなかった方は、まずはそれを

ご覧下さい。 

この例会は、野村さんの所有するテレレジンの子供たち

の絵の展示会と野村さんの講演を聞いたことのある埼玉ク

ラブの浅羽会長他が、川越在住の野村路子さんを訪ねて、

ワイズでも企画・開催することになりました。展示物の搬送

などに経費もかかるので、埼玉 3 クラブの合同例会として

開催することになりました。会場は、浅羽会長所有の建物

を使わせてもらいました。 

野村路子さんは、この関係でポーランドを幾度も訪れ、

第二次大戦中にナチスによるユダヤ人の強制収容所で子

どもが描いた絵をフイルム写真に記録され、それを拡大印

刷してパネル化されたものを多く所蔵しておられます。こ

れらの展示パネルは制作後かなりの時間が経過し、傷み

が生じていることから、少しずつ更新しているとのことでし

た。それには経費がかかります。野村さんへの講師謝礼

は、この展示パネル更新に充てているとのことでした。 

例会当日は、まずは、上記の 1 時間もののビデオを見

ました。これで野村さんの活動の詳細が分かりました。そ

のため、野村さんは、テレジンの絵のことより、当日の直前

に訪ねた、日本でユダヤ人と関係深い敦賀市と神戸市の

ことから語られました。第二次世界大戦中、ナチスの迫害

から逃れようとしたポーランド系ユダヤ人に、当時のリトア

ニア領事代理・杉原千畝（すぎはら ちうね、1900 年～

1986 年）は、人道的な立場から日本通過ビザを発給。約

6000 人ものユダヤ人が救われたと言われています。“命

のビザ”を手にシベリア鉄道でウラジオストクに向かい日本

海を渡って辿り着いたのが、敦賀港だったのです。 

もう一つ、福田会（ふくでんかい）という育児院のことにも

触れられました。福田会は、ポーランドとの歴史的なつな

がりを持っています。第一次世界大戦後の 1920（大正 9）

年、シベリアで孤児となっていたポーランドの子どもたち

375 名が日本赤十字社の援助のもとで来日し、当時の福

田会育児院は彼らに無償で宿舎を提供しました。子ども

たちは次第に健康を回復し、369 名が無事に祖国ポーラ

ンドへと帰還しました。帰国の際、ポーランドの子どもたち

は泣いて別れを惜しんだといいます。この日本の人道支

援事業はポーランドではよく知られており、学校の教材に

も使われているそうです。 

野村路子さんは、老いてますます元気。卓話は正に立

て板に水のごとく、途切れることなく語ってくれました。今

年中にもう一冊の本を上梓したいともおっしゃっておられ

ました。このように貴重な川越在住の野村路子さんとワイ

ズの関係ができたので、これからの進展が楽しみです。ま

ずは、川越市政 100 周年記念イベントの一環としての 9
月 11 日の野村路子さんの講演会にご参加下さい。

https://www.teresien.jp/  

日時：2022 年 9 月 11 日（日）開演 15 時 

会場：ウェスタ川越 大ホール 

料金：大人2,000円（当日：2,500円）、高校生1,000円、

中学生以下無料／全席自由 

 

 
参加者全員で記念写真 

（利根川追記） 
 なお、当日、吉田ワイズの提案で、「Yの森コーヒー」を

持参し、コーヒー販売の目的（チャリティの使途）、コーヒー

の味などを説明して、ご協力をお願いいたしました。おか

げさまで5袋、即、完売でした。今後、対面の会合も増える

と思いますので、根気よく販売活動を行っていきましょう。 

 
コーヒーのプロモーションをする川越クラブ 

 

「わいわい食堂」報告 
                           吉田 公代 

 

日  時： 5月22日(日) 10:30～12：40 
参加者： 7名（5年生2名、4年生2名、3年生1名、 

2年生1名、５歳1名） 

講  師： 新井壽代さん 

スタッフ： 11名（ﾜｲｽﾞから2名 河合、吉田） 

活動内容： 牛乳パックを使った紙飛行機の制作と作った



 
もので遊ぶ（飛ばす） 

         講師が飛行機の歴史を語り、事前に用意し

た型で各自オリジナリティの飛行機を作成。そ

のあと飛距離を競い合う。 

食事提供： 人参ご飯、ハンバーグ、フライドポテト、サラダ、

ミネストローネスープ、苺ミルクゼリー 

      
 

今回から、料理担当に新人スタッフが参加してデザート

付きの美味しいランチの提供となりました。 

参加した子供たちからは、楽しかった飛行機作り、彩の

良い美味しかったランチと今回もお腹一杯、作って遊ぶ楽

しみに笑顔一杯で、終了しました。 

 

 
 

次回は6月26日（日）ボランティア9時半集合となります。 

 

今後の日程 
6 月 25 日（土） 川越クラブ 6 月例会 

14：00～16：00  

川越センターおよび Zoom 

次年度の活動計画等協議 

 ＊開始時間が変わりましたので、ご注意ください。 

 

6 月 26 日（日） わいわい食堂 

           9 時 30 分集合～13 時解散 

           川越センター 

 

YMCA 報告 

河合今日子 

 
【6/4～6/5 アドベンチャーキャンプ開催】 

コロナ禍において、昨年 11 月の宿泊キャンプに続き、

名栗げんきプラザにて総勢 30 名で宿泊キャンプを行いま

した。 

  今回の参加者は、幼児から社会人までと幅広く、高校

生・社会人のメンバーには、大きな荷物を運んだり、食事

の片付け、会場セッティングなどの役割を担ったりしてもら

いました。「よろしくね」と声をかけると、気持ちよく「オッケ

ー、任せておいて！｝と気持ちの良い返事を返してくれま

した。これは、彼らも小学生の頃に、高校生以上のお兄さ

ん、お姉さんたちが担っていた背中を見ていたからだと思

います。私たちリーダーは、子どもたちが憧れる存在にな

り、あのようなリーダーになりたいと思ってもらえるように努

めているのですが、メンバーの中にもその循環ができてい

るようで、とても嬉しく見守っていました。＜木下遥七＞ 

   
 
【Summer Programs & Summer Camps 募集中！】 

今年の夏も YMCA で楽しい思い出を作りませんか？今 

 



 

 
 

  
 

 

 

 
 

【編集後記】 

 
いよいよ今期最後のブリテンとなりました。吉野会長が

巻頭言で、「ありがとう・すみません」と書いていらっしゃい

ますが、私も同じ気持ちです。書記として、クラブの庶務を

何とかここまで遂行できたのは、クラブのメンバーをはじめ、

関係者のみなさまのおかげです。ありがとうございました。

ただし、国際やアジア太平洋地域の仕事と掛け持ちで、

ブリテンも定期的とまではいかず、何かと不行き届きが多く

て、すみませんでした。 

 来期はワイズメンズクラブ 100 周年、東日本区 25 周年、

川越クラブ設立 25 周年と記念の年度となります。たくさん

の「ありがとう」の年となること間違い無しで、今から楽しみ

です。感謝と新たな歩みへの希望に満ちた 1 年となるよう、

立場は変わりますが、クラブのみなさまと協力してまいりま

す。                          （T.K.） 


